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【７月】 

まずは「職業」についてイメージを抱くため、小学生が就

きたい職業と、保護者が子供に就かせたい職業を比較した。

就きたい、就かせたい理由を想像するとともに、「職業によ

ってやりがいが異なるのか」という学習問題を設定した。あ

わせて、自分がどんなときにやりがいを感じるのかについて

も考えていくこととした。 

【９月】 

児童がイメージを持ち

やすい職業として、プロ野

球選手を招き、元気なあい

さつや目を見て話を聞く

ことなど、社会で生きる上

で大切なことを学んだ。 

また、「職業」「労働」に

詳しい社労士を招き、学校

内での当番活動や委員会

活動の仕事が、将来の仕事

につながっていることを

教わった。 

【10月】 

２泊３日の共同生活を行い、それぞ

れの役割を果たすとともに、他者への

影響を考えながら時間を意識して行動

した。 

集団の中で責任をもって人に迷惑を

かけずに行動するためには、見通しを

もって準備しなければならないこと、

何かを我慢しなければならないこと、

助け合わなければならないことを学ん

だ。 

 

【2月】 

身近な地域で働く人たち

を招き、インタビューをし

た。 

職業ごとに異なるやり

がいについて話を聞くと

ともに、いくつかの職業の

やりがいの中に共通点を

見出すことができた。 

小学生が就きたい職業だ

けではなく、身近な地域で

働く人たちが、やりがいと

誇りをもって社会におけ

る役割を果たしているこ

とを学んだ。 

さまざまな職業が社会の中でどのような役割を果たしているかを知り、自分がその職業に感じる魅

力やその職業で生かせる自分の特性について考え、働くことの尊さや意義を感じ社会参画への意欲を

高めることを通して、身近な地域の仕事や働く人への感謝・憧れを抱き、自分の役割を果たすことの

大切さを学べるようにするため、本単元を設定した。 

 

まとめ コラム 
動画配信者やサッカー選手などの人気の職業にしか関心をもたなかった児童が、身近な地域で働く人たちに関心をもつ

ようになったことは、大きな成果でした。また、集団の中で役割を果たす経験を通して、社会の中で役割を果たしている

人たちへの感謝や敬意を抱くようになり、うれしく感じました。 

 

よりよい西東京プロジェクト ～My future my dream～ 


